
平成３０年度　　東京都計画に関する

　 事後評価

令和4年　月

東京都



個票　１

総事業費（単位：千円） 224,800

事業の有効性・効率性

事業終了後１年以内のアウトカム指標：地域医療を担う医療機関間の切れ目のない継続
した連携を推進する。

（１）事業の有効性
地域医療連携が進み、都民がどの医療機関にかかっても病状等が共有され、効率的かつ
質の高い療養環境の整備が促進されている。

（２）事業の効率性
ICTを活用した医療連携ネットワークが構築され、診療情報の共有が促進されることで、紹
介や逆紹介時に事前に診療情報を参照することができ、地域医療の質向上及び効率的な
医療の提供に寄与している。

その他

事業の内容

医療機関が既に整備している電子カルテシステムやオーダリングシステムなどを利用し、
医療機関同士が円滑に情報共有を行うためのICTを活用した医療連携ネットワーク構築を
支援する。

アウトプット指標（当初の目標値）

ICTを活用した医療連携ネットワークを構築するための地域医療連携システムを導入・更
新する医療機関：14医療機関

アウトプット指標（達成値）

ICTを活用した医療連携ネットワークを構築するための地域医療連携システムを導入・更
新する医療機関：6医療機関

事業の期間 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 □継続 ／ ☑終了

事業名 東京都地域医療連携ICTシステム整備支援事業

事業の区分 Ⅰ　地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業

事業の対象となる区域 東京都全域

事業の実施主体 医療機関

背景にある医療・介護ニーズ

患者の状況に応じた適切な医療を提供するため、医療機関間の連携を強化する必要があ
る。


